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ォ ー マ ン ス が 優 れ て い る こ と が 示 さ れ て お り
































































































































































た。2004 年6月下旬から 1 週間ごとに 4 回(時点1~時点








アの中から抽選で 1 組に 2 万円と、2 組に 1 万円ずつの
謝礼をすることを教示して募集を行った。実施時間は、時
点 1、3、5 は約 20 分、時点 2、4 は約 10 分であった。 
時点 1 から時点 4 の実験までは全参加者である 38 名 
(平均年齢 20.74歳、SD = 3.55歳)、男性8名(平均年齢
20.38歳、SD = 0.74歳)、女性30名(平均年齢 20.83歳、
SD = 3.98歳)がすべて参加したが、時点5では女性が4
人不参加となった。よって、分析対象となる参加者は全体
で 34 名(平均年齢 20.80 歳、SD = 3.69 歳)、男性 8 名
(平均年齢 20.38 歳、SD = 0.74 歳)、女性 26 名(平均年




時点 1 の質問用紙の内容は、以下のとおりである。1) 
12 項目版の GHQ 日本版一般健康調査(Worsley & 
Gribbin, 1977; GHQ12)： これは 12 項目 4 件法であり、
日本語訳については中川・大坊, 1996 を参照した。2) 
自己認知(外山・桜井, 2000)： これは自己認知に関する
質問紙の「自己」の部分であり、20 項目 6 件法。3) 自己
認知尺度における重要度(2 と同尺度)。 4) ペアの友人
に対する他者認知(2 と同尺度)であった。 
 時点2、4 では Armor & Taylor(2003)、Brandstätter 
& Frank(2002)にならい、マインド･セットの操作チェック
を行った。時点2、4 は操作チェックのみであり、時点 3、
















熟考条件の参加者は男性 2 人(平均年齢 21.00 歳、SD 
= 0.00 歳)、女性 16 人(平均年齢 20.74 歳、SD = 4.55
歳)であり、実践条件は男性6人(平均年齢 19.90歳、SD 
= 0.75 歳)、女性 10 人(平均年齢 20.30 歳、SD = 1.11
歳)であった。 




































外し、熟考条件の女性参加者は、12 名 (平均年齢 



























































く(t = 2.57, p < .05)、時点 3以降に条件間の差はなかっ
た (Table 1)。また、決意の程度については時点 2(t = 
2.06, p < .05) と時点 3(t = 2.87, p < .01) で、熟考条件


































時点1 で自己重要側面しとして選定した 1 因子以外の下
位因子は分析に用いない。 
M SD M SD M SD M SD
熟考条件 3.58 0.54 4.00 0.85 4.00 1.12 4.28 1.26
実践条件 4.47 0.62 4.16 0.98 4.37 0.92 4.65 0.92
熟考条件 3.58 1.01 3.79 1.19 3.00 1.18 3.22 1.30
実践条件 2.68 1.01 2.47 0.92 2.47 1.01 2.65 1.14
熟考条件 3.58 0.69 3.84 0.70 3.95 0.63 4.04 0.62
実践条件 4.29 0.68 4.16 0.92 4.47 0.82 4.06 0.77
熟考条件 4.38 0.40 4.72 0.55 4.45 0.45 4.28 0.41






時点2 時点3 時点4 時点5
 条件と時間の交互作用が有意であり(F (2,56) = 3.65, p 
< .05)、時間の主効果は見られなかった。実践条件では
時点 1 から 3 にかけて自己認知が一度ネガティブに低
下し、時点 5 にかけてややポジティブに変化している





















































また、時点 1 から時点 5 の 4 ヶ月の間に、熟考条件(F 




















点 1 と 3 で両条件の変化パターンが異なる可能性が示
されているため、この期間で繰り返しのある2要因分散分
析を行った。その結果、時間の主効果は有意ではなく、
時間と条件の交互作用が有意傾向であった(F (1,28) = 





















反映するため、上述の時点 1 から 3(2 週間)の期間の変
化は、マインド・セットによる効果の説明率が高いと考えら
れる。時点 3 から 5(2 ヶ月間)においては、その間にお
ける様々な要因が関与していると考えられ、マインド・セ
ットの効果との関連のみでとらえることは困難であろう。よ








































Figure 2 GHQ12得点における条件間の差 
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Effects of deliberative and implemental mindsets on enhancement of 
important aspects of selves 
: Self-perception, mental health, and perception from others. 
 
 
Hiroko KAMIDE(Graduate School of Human Sciences, Osaka University) 
Ikuo DAIBO(Graduate School of Human Sciences, Osaka University) 
 
In the present experiment with a total of 34 undergraduates in pairs with a close friend, the hypothesis 
was tested that mindsets affect enhancement of self-perception, evaluation from their friend, and mental 
health about important aspects of selves over time, from 1st week to the 16th week. The results showed that a 
deliberative mindset led to a uniform positive change of self-perception about an important aspect of self and 
mental health and an implemental mindset led to once negative change. Both mindsets tended to lead to a 
uniform positive change of evaluation from their friend. This study clarified the possibility we can change 
self-perception and   evaluation from others over time and contributes to the understanding of effects of 
mindsets on tasks that have more personal relevance and consequences of greater importance for the 
individual. 
 
Keywords : mindsets, importance of self-aspect, self-perception, evaluation from others, mental health. 
 
